
市民のうとき
平成2年8月31日現在

39，670人(十38)

18，886人(十32)

20，784人(十6) 

13，040世帯 (土 0)

240.99平方キロメートル

私え1990年
人口

男

女

世帯数

面積ずぶ:h 10月号

「
土
と
親
し
み
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
上
須
戒
の
観
光
農

園
は
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
夏
の
な
し
に
秋
の
い
も
、

い
ず
れ
の
農
園
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

な
し
圏
は
、
一
ノ
瀬
団
地
で
八
月
上
旬
か
ら
九
月

中
旬
ま
で
、
い
も
園
の
方
は
、
松
久
保
団
地
で
十
月

土
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
開
園
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
団
地
は
、
国
営
総
合
農
地
開
発
事
業
(
国
営
パ

イ
ロ
ッ
ト
)
の
一
環
と
し
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
、

い
も
園
は
昭
和
五
十
七
年
か
ら
、
そ
の
翌
年
か
ら
は

な
し
圏
で
そ
れ
ぞ
れ
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

標
高
約
二
百
メ
ト
ル
の
台
地
を
開
墾
し
た
畑
の

周
辺
に
は
季
節
の
草
花
も
咲
き
乱
れ
、
豊
か
な
自
然

に
抱
か
れ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
と
も
す
れ
ば
土
の
香
り
や
感

触
を
忘
れ
が
ち
な
今
日
、
観
光
農
園
は
、

v
て
の
記
憶

を
呼
び
さ
ま
し
て
く
れ
る
素
敵
な
空
間
で
す
。
土
と

触
れ
あ
い
な
が
ら
、
収
穫
の
喜
び
ゃ
と
り
た
て
の
生

の
味
を
満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

- Since 1956-
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大
洲
散
歩
(
知
っ
て
お
き
た
い
私
の
大
洲
)
⑨

観

光

園

(
い
ち
・
怠
じ
)

農
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第
二
一
九
固
定
例
市
議
会
は
、
八
月
二
十
二
日
か
一

一
ら
九
月
一
日
ま
で
の
十
一
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
一

一
し
た
。今
議
会
で
は
、
平
成
二
年
度
補
正
予
算
関
係
四
件
、
一

一
条
例
関
係
二
件
、
議
員
提
出
案
件
二
件
、
そ
の
他
二
件
一

一
の
計
十
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
一

一
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平成2年10月1白おおず

A

一
A議市

第219回

例
，......... 

厄

広報

提
案
理
由
の
説
明

国
の
平
成
二
年
度
予
算
は
、
景
気
の

持
続
的
拡
大
を
背
景
に
大
幅
な
税
収
を

見
込
ん
だ
う
え
、
十
五
年
ぶ
り
に
赤
字

国
債
の
発
行
を
い
で
ロ
と
し
、
財
政
再
建

の
改
善
を
一
段
と
進
め
る
内
容
と
な
っ

で
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
の
財
政
環
境
は
、
累
積

し
た
多
額
の
借
入
金
残
高
を
抱
え
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
。
本
市
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、

引
き
続
き
財
源
の
計
画
的
・
重
点
的
な

配
分
に
徹
し
、
長
期
的
な
観
点
に
立
っ

て
地
方
財
源
の
充
実
確
保
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
策
定

の
総
合
計
画
(
基
本
計
画
)
が
、
平
成

二
年
に
そ
の
目
標
年
次
の
終
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
基
本
計
画
の
見
直
し
策

定
に
つ
い
て
、
昨
年
十
月
総
合
計
画
審

議
会
に
諮
問
し
、
慎
重
な
ご
審
議
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
去

る
七
月
二
十
一
日
に
答
申
を
得
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
、
新
た
な
基
本
計
画
に

沿
い
、
積
極
的
に
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
九
億
一
千
四
百
七
十
八

万
円

特
別
会
計
三
千
七
百
三
十
二
万
円

企
業
会
計
百
七
十
九
万
円

合

計

九

億

五

千

三

百

八

十

九

万
円

今
回
の
補
正
で
予
算
総
額
は
、
二
百

三
億
二
千
六
百
八
万
円
と
な
り
、
昨
年

同
期
に
比
べ
る
と
、
九
億
八
千
六
百
十

八
万
円
(
約
五
・
一
%
)
増
加
し
ま
し

た。

自支

ム一
A

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
百
二
十
二
億
三
千
四
百
八
十
三

万
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
、

十
億
三
千
十
四
万
円
(
約
九
・
二
%
)

増
加
し
ま
し
た
。

総
務
費
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
建
設

工
事
費
(
高
山
東
集
会
所
、
下
町
二
区

集
会
所
)
と
し
て
二
千
十
九
万
円

民
生
費
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業

(
生
活
環
境
整
備
)
に
五
百
万
円

衛
生
費
総
社
宮
内
公
衆
便
所
改
築
工

事
に
二
千
七
十
三
万
円
、
大
洲
市
喜
多

郡
町
村
組
合
負
担
金
追
加
と
し
て
一
億

二
千
六
百
八
万
円

農
林
水
産
業
費
広
域
営
農
団
地
農
道

整
備
事
業
負
担
金
と
し
て
二
千
万
円
、

間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業
に
七
千
三
百

九
十
四
万
円

土
木
費
市
単
独
道
路
改
良
事
業
費
追

加
に
五
千
万
円
、
大
洲
停
車
場
南
線
整

備
事
業
に
つ
一
千
二
百
四
万
円
、
公
営
住

宅
八
多
喜
団
地
建
設
事
業
費
に
八
千
五

百
八
十
万
円
、
旧
商
工
会
議
所
改
修
士

事
に
一
億
三
千
三
百
五
十
万
円

教
育
費
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
設
備
整
備
事
業
に
三
千
七
百
六
十
七

万
円
災
害
復
旧
費
過
年
補
助
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
(
平
成
元
年
九
月

十
八
日

1
十
九
日
の
台
風
二
十
二
号
に

よ
る
災
害
)
と
し
て
四
千
三
百
六
十
二

万
円
条
例
関
係
・
そ
の
他

η
/』

V
大
洲
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

V
大
洲
市
国
民
宿
舎
条
例
の
一
部
改
正

V
平
成
元
年
度
大
洲
市
企
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

V
肱
南
汚
水
管
渠
公
共
下
水
道
工
事

(
二
工
区
)
の
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て議
員
提
出
案
件

V
大
洲
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
V
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

次
の
方
が
市
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

氏

名

久

保

勝

住
所
大
洲
市
長
谷
八
八
七
番
地

生
年
月
日
昭
和
十
八
年
一
月
一
日
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見ます聞きます

大
洲
市
初
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
二
十
人
が
決
ま
り
、

十
七
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル
で
第
一
回
目
の
モ
ニ
タ

ー
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

“市政モニター誕生"

さ
れ
、

大
洲
市
で
は
、
市
政
に
関
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
集
め
、
今
後
の
市
政

運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
市

政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
制
定
。
一
般
公
募

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
六
月
末
日
ま
で
に
市
内

八
月

こ
の
日
は
、

各
地
か
ら
十
一
人
の
応
募
が
あ
り
、
市

が
各
種
団
体
の
中
か
ら
選
定
し
た
九
人

と
み
わ
せ
、
二
十
人
の
モ
ニ
タ
ー
が
誕

生
。
来
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
モ

ニ
タ
ー
会
議
や
報
告
書
の
提
出
を
通
し

て
、
市
政
に
対
す
る
生
の
声
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
十
七
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ
ー

ル
で
聞
か
れ
た
第
一
回
目
の
モ
ニ
タ
ー

会
議
に
は
、
十
八
人
の
モ
ニ
タ
ー
が
参

加
。
桝
田
市
長
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
席
上
、
桝
田
市
長
が
「
現
在
の

市
政
は
、
行
政
側
の
立
案
し
た
も
の
を

議
会
の
承
認
を
経
て
運
営
し
で
い
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
一
般
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
広
く
聴
取
す
る
た
め
に

設
け
た
も
の
で
す
。
住
み
よ
い
ま
ち
ゃ
つ

く
り
の
た
め
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
市

政
の
現
況
報
告
や
意
見
交
換
を
行
い
、

会
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
回
委
嘱
を
受
け
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ん
は
、
次
の
通
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

栗北高長柿都山亀河久津矢弁亀藤奈藤高渡桜

田本橋間見築本井野保田野野本原良岡山部田氏

千悦茂慈豊良正耕政真幸賢み四名
加 理一ね

子宏代幸一幸子子乗教一虎明三敏子二郎子郎

日召ヨム系屯宇刀

地
区
名
大

洲

柚

木

市

木
野

田

ト
U

3

、

イ
イ

E
ノ

菅

回
目

処

新

谷
東
宇
山

八
多
喜

上
須
戒

宇

津
大

洲

大

洲
阿

蔵

常
磐
町

徳

森
中

村

大

洲

成

能

全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別

面
積
調
の
改
定
に
つ
い
て

国
土
地
理
院
で
は
、
昭
和
三
十
年
に

五
万
分
の
一
地
形
図
を
基
準
に
し
て
、

全
国
の
市
区
町
村
別
面
積
の
測
定
を
行

い
、
昭
和
三
十
六
年
に
基
本
測
量
成
果

と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
面
積
値

は
二
全
国
を
統
一
基
準
で
測
定
し
た
唯

一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
H

な
ど
の
理
由

か
ら
、
各
方
面
で
統
計
資
料
そ
の
他
の

行
政
の
た
め
の
基
礎
デ
l
タ
と
し
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
面
積
の
測
定
法
も
向
上

し
て
い
る
た
め
、
新
た
に
高
精
度
の
二

万
五
千
分
の
一
地
形
図
を
基
準
と
し
て

面
積
を
再
測
定
し
ま
し
た
。
再
測
定
に

よ
り
得
ら
れ
た
基
本
測
量
成
果
に
よ
る

と
、
大
洲
市
の
面
積
は
、
二
四
0
・
九

三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
四

0
・

九
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し

た。

3-

参
加
し
た
モ

ニ
タ
ー
一
人
ひ
と
り
に
、
桝
田
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡

市
政
の
現
況
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

引
揚
者
の
通
貨
・
証
券

返
還
し
ま
す

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
の
引
揚
者
の

方
々
か
ら
お
預
り
し
て
い
る
通
貨
・
証

券
な
ど
の
返
還
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
あ
た
り
の
方
(
ご
家
族
を
含
む
)

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
0

0
松
山
税
関
支
署

宮

0
8
9
9
⑪
0
3
0
1

0
松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所

E
0
8
9
5
⑫
1
2
5
4
 



平成2年10月1B おおず広報

中江藤樹はどんな人?

わ
が
国
初
の
陽
明
学
者
中
江
藤
樹
は
、

教
育
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
。

「第5回国一協jJJI
斗
品
、

大
洲
の

そ
の
教
え

彼
の
死
後
三
百
数
十
年
を
経
た
今
で
も
、

育
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
脈
々
と
息
付
い
て
い

ま
す
。藤

樹
ま
つ
り
は
、

そ
ん
な
中
江
藤
樹
や
そ
の
教

え
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
よ
い
機
会
で
す
。積

極
的
に
期
間

参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
は
様
々
な
催
し
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

新
し
い
発
見
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

教

第8固おまつり村

出庖Gご案内

(タえ致|

H

期
間
中
の
行
事
予
定
μ

O
大
洲
高
校
藤
樹
祭
(
日
月
7
日
1
8

目
、
大
洲
高
校
)

O
大
洲
万
匠
作
品
展
(
日
月
1
日

1
叩

目
、
市
立
博
物
館
)

O
勅
語
勅
諭
展
(
叩
月
幻
日

1
1
月
9

目
、
市
立
図
書
館
)

O
菊
花
展
(
叩
月
却
日

1
1
月
4
目、

市
民
会
館
前
)

O
記
念
式
典
(
日
月
白
日
午
前
日
時
、

城
山
公
園
銅
像
前
)

O
小
学
生
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
(
日
月
白
日

午
後
、
肱
南
肱
北
市
街
)

O
児
童
生
徒
作
品
展
(
日
月
旦
日

1
1

月
4
日
、
社
教
セ
ン
タ
ー
)

O
小
学
校
発
表
会
(
日
月
1
日
午
前
9

時

i
、
社
教
セ
ン
タ
ー
)

O
藤
樹
講
演
会
(
日
月
1
日
午
前
日
時

却
分

1
、
社
教
セ
ン
タ
ー
)

O
市
民
文
化
展
(
日
月
2
日
1
4
日、

中

央

公

民

館

)

一

O
お
ま
つ
り
広
場
、
市
民
郷
土
芸
能
祭
…

(
日
月
4
日

、

緑

地

公

園

)

…

O
市
民
音
楽
祭
(
日
月
4
日
、
市
民
会
一

館
)

O
ゲ
!
ト
ボ
l
ル
大
会
(
日
月
6
日、

河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

O
市
民
芸
能
発
表
会
(
日
月
日
目
、
市
↑

民
会
館
)

O
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
日
月
日
〕

目
、
大
洲
小
ほ
か
)

大洲の秋の恒例行事となった

とおまつり村ミを、今年も11月3

(文化の日)に緑地公園で開村日

します。

話題満載のわまつり村に出庖ご

希望の方は、大洲青年会議所(宮

⑪7107)までご連絡ください。

お
年
寄
り
ゃ
子
供
た
ち
を

火
災
か
ら
守
ろ
う

4 

お
年
寄
り
ゃ
子
供
た
ち
を
恐
ろ
し
い

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
家
庭
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

一
、
燃
え
な
い
環
境
づ
く
り

O
万
一
の
た
め
に
、
水
バ
ケ
ツ
や
消
火

器
な
ど
を
備
え
て
お
く
。

O
カ
ー
テ
ン
・
寝
具
類
な
ど
は
、
努
め

て
防
炎
加
工
品
を
使
う
よ
う
心
が
け
る
。

二
、
日
ご
ろ
の
心
が
ま
え

ohね
年
寄
り
ゃ
子
供
た
ち
は
、
で
き
る

だ
け
一
階
の
避
難
し
や
す
い
場
所
に
寝

か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

O
お
年
寄
り
ゃ
病
気
の
入
、
幼
児
だ
け

を
残
し
て
外
出
し
な
い
。

O
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
子
供
の
子

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
。



おおず

す士AV1U
 
せ

た

を

ら

つ

費

知

か

療

お

か

医

一k
v

お
宅
の
は
か
り
は
正
確
で
す
か
っ
・

広報

計
量
器
の
定
期
検
査
を
下
表
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
検
査
に
は
手
数
料
が
必

要
で
す
の
で
、
当
日
用
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。種

類

料

金

O
棒

は

か

り

百

五

十

円

1
三
百
円

。
皿
手
動
は
か
り
三
百
五
十
円
1
四
百
円

。
ぱ
ね
式
指
示
は
か
り
三
百
円
l
九
百
円

。
台
手
動
は
か
り
三
百
五
十
円
1

九
百
五
十
円

。
光
電
式
は
か
り
九
百
円

な
お
、
光
電
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、

訪
問
検
査
を
し
ま
す
。

※
一
般
家
庭
の
台
所
用
は
か
り
な
ど
は

無
料
で
検
査
し
ま
す
。
病
院
な
ど
で
使

用
す
る
体
温
計
や
血
圧
計
は
、
一
部
無

料
で
、
十
月
二
十
三
日
保
健
セ
ン
タ
ー

“国保加入者の皆さんヘ"

平成2年10月1日

で
検
査
し
ま
す
。

詳
し
く
は
商
工
観
光
課
ま
で

告

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
2
6

月 日 場 所 時 間

10月15日間 南久米連絡所 11 : 00~12 : 00 

イン 平 野連絡所 13: 30~14: 30 

10月16日(火) 上須戒連絡所 10 : OO~ 11 : 00 

// 八多喜連絡所 13: 00~14: 00 

// 二善連絡所 15 : OO~ 15 : 30 

10月17日付) 菅田連絡所 10:00~11:30 

// 柳沢連絡所 13 : 30~ 15 : 00 

10月18日(木) 大川連絡所 10 : 30~ 11 : 30 

イシ 蔵 川中学校 13: 30~14: 30 

10月22日(月) 新谷連絡所 11 : 00~15 : 00 

10月23日制 保健センタ 10 : 00~15 : 00 

10月24日(水) 社会教育センター 9:00~12:00 

ん 大洲市民会館 13 : 30~16 : 00 

10月25日(木) // 9 : 30~ 14 : 00 

計量器の定期検査日程国民健康保険に加入

している皆さんが、病気やケァゲなど

お医者さんの請求や

イ呆険税にかかわって通知するもので

7月以降12月まで毎月お知らせしで

でお医者さんにかかられた医療費を

大~1'i'/市では、

います。

こσコi重矢口は:、

はありません。皆さんの国保への深

いご理解と健全な運営へのご協力を

日ごろからの健1奈管理基礎として、

の大切さについてより A層自覚して

明るい社会生活を築くためにわ役立

でください。

詳しくは、保険衛生課保険第イ系

いただくためのものです。心身共に

里
親
を
求
め
る

運
動
月
間

町一

j

%

家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
を
自
己
の

家
庭
で
預
か
り
、
そ
の
温
か
い
環
境
の

下
で
、
心
身
共
に
健
や
か
に
育
て
よ
う

と
い
う
の
が
里
親
制
で
す
。

里
親
制
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
を
知

り
た
い
方
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
援

護
係
(
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
6
)

ま
で
わ
問
い
合
せ
く
だ
き
い
。

法
ま
も
る

心
が
築
く

よ
い
社
会

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。
こ

の
「
法
の
日
L

は
国
を
挙
げ
て
法
を
尊

重
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
社
会

秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の

日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

法
は
個
人
の
自
由
を
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
百
定
し

ま
す
。
法
を
守
り
、
人
権
を
尊
重
し
、

社
会
の
秩
序
を
守
る
こ
と
が
社
会
を
平

和
に
し
、
お
互
い
の
家
庭
生
活
を
豊
か

な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
、
人
権
を
侵
さ
れ
た

り
、
裁
判
費
用
の
こ
と
で
わ
困
り
の
方

は
、
わ
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務

局
又
は
、
そ
の
支
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

まで。(fi⑪2111V-J261) 

相
談
は
無
料
で
秘
宮
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
大
洲
市
の
人
権
擁
護
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏

名

電

話

番

号

兵
頭
典
次
(
八
多
喜
)
⑮
0
4
9
3

玉
木
道
輝
(
北
只
)
⑪
3
7
9
4

亀

井

悦

子

(

大

洲

)

⑪
5
7
3
0

東

定

一

郎

(

森

山

)

⑪
0
0
2
5

山
根
義
徳
(
市
木
)
@
4
6
3
2

森

本

幸

衛

(

藤

縄

)

⑫
0
8
7
7

十 5

10月は
「高年齢者雇用促進月間」

j;i 
事
業
主
の
皆
さ
ん
並
び
に
高
年
齢
者

の
皆
さ
ん
の
雇
用
に
関
す
る
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
わ
こ
し
く
だ
さ

い
。
(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
)



山

募

川
愛
媛
県
で
は
、
次
の
要
領
で
警
察
官

川
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
期
限
が
迫

く

だ

さ

い

。

川

っ

て

い

ま

す

の

で

、

早

め

に

お

申

し

込

※
な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を
閉
山
み
く
だ
さ
い
。

わ
ず
、
二
千
平
方
日
を
超
え
る
開
発
行
川
申
込
期
限
叩
月
5
日
(
金
)

為
(
東
大
洲
の
一
部
は

O
平
方
日
以
上
)
川
受
験
資
格

は
、
そ
の
面
積
に
応
じ
、
県
又
は
大
別
山
川
昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4

0
開

発

行

為

と

は

、

建

築

物

や

工

作

物

市

へ

の

事

謀

議

が

必

要

と

な

り

手

。

山

年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
。

の

建

設

を

目

的

で

行

う

土

地

の

区

画

形

詳

し

く

は

左

記

ま

で

。

山

た

だ

し

、

学

校

教

育

法

に

よ

る

大

学

質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造
成
を
行

O
都

市

計

画

区

域

内

で

行

う

建

築

物

や

川

(

短

期

大

学

を

除

く

)

又

は

ご

れ

と

う
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
許
可
の
必
要
工
作
物
の
建
設
及
び
開
発
行
為
を
す
る
八
幡
浜
地
方
局
建
設
部
川
同
等
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の

な
も
の
は
次
の
も
の
で
す
。
場
合
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ
り
ま
す
o

E

@

5

1

2

1

川
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
三
年
三
月

-
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方
日
事
前
に
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
地
方
局
大
洲
市
企
画
情
報
課
川
ま
で
に
卒
業
見
込
の
者
を
除
く
。

以
上
の
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
該
当
建
設
部
、
土
木
事
務
所
な
ど
に
ご
相
談
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
4
1
酬==一三ZE--圭一一ZE---一一三一三三三主主=三三三三三三三三三主主三三主主=三三三三三三三三三三三三一一一一二三一一二一一一

三三一一=一=一三===一一二三三==一二一一z==三三=三一一=EE--E==三三三一三ZE--三==一三一二三三一一=三一二三=一一三=↑=川まごころの

ク

レ

ジ

ッ

ト

・

リ

ー

ス

会

(

宮

0
8
9
9
⑪
6
2
7
9
)
ま
で
。
開
設
し
ま
す
。

愛

媛

県

で

は

次

の

要

領

で

開

設

し

ま

一

お

く

り

も

の

す

の

で

、

む

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

川

(

敬

称

略

)

-

窓

口

A'

川

金

一

封

中

村

大

中

漬

子

愛

媛

県

行

政

書

士

会

川

金

一

封

若

宮

岡

本

英

宮
0
8
9
9
⑬
1
4
4
4

川
金
一
封
(
電
話
百
年
記
念
フ
ェ
ア

・

開

設

時

問

。

川

チ

ャ

ゾ

テ

ィ

i
収

益

金

)

大

洲

9
時
1
日

時

川

N
T
T
大
洲
営
業
所
社
員
一
同

・

相

談

内

容

・

川

(

指

定

配

分

)

日
常
生
活
に
身
近
な
官
公
署
へ
の
提
山
金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

出

書

類

や

、

権

利

義

務

及

び

事

実

証

明

川

柳

沢

宮

田

秀

雄

に
関
す
る
書
類
。
(
具
体
的
に
は
、
士
山
金
一
封
(
平
地
下
鶴
寿
会
と
平
野
地

地
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
営
業
の
許
可
川
区
社
協
へ
)
平
野
町
矢
野
佳
男

に
関
す
る
こ
と
、
法
人
設
立
に
関
す
る
川
金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
と
市
社
協

こ

と

、

交

通

事

故

に

関

す

る

こ

と

な

川

へ

)

中

村

白

木

克

明

ど

。

)

川

金

一

封

(

新

谷

老

人

会

へ

)

許
可
が
必
要
で
す

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を
し
な
し
)

ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
市
計
画
法
に
・
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農
業
・

よ
っ
て
、
事
前
に
知
事
(
そ
の
土
地
が
林
業
・
漁
業
者
の
住
宅
及
び
こ
れ
ら

松
山
市
、
今
治
市
、
新
居
浜
市
に
あ
る
の
業
の
た
め
の
建
築
物
な
ど
以
外
で
、

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
)
の
許
可
が
一
定
用
途
の
目
的
に
供
す
る
開
発
行

必

要

で

す

。

為

(

大

洲

市

は

該

当

な

し

)

-
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で

は
、
一
二
千
平
方
日
以
上
の
開
発
行
為

平成2年10月1日

「

1
1
0番」

おおず

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

や
リ
i
ス
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
で
わ
悩
み

の
方
の
た
め
に
、
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
リ

ー
ス
一
一

O
番
」
を
開
設
し
、
電
話
で

の
ご
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
次
の
要
領
で
開
設
し
ま
す
の

で
、
わ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
十
月
四
日
(
木
)

午
前
十
時
1
午
後
五
時

専
用
電
話

0
8
9
9
⑪
9
6
0
0

相

談

料

無

料

※
当
日
弁
護
士
会
へ
お
い
で
に
な
っ
て

も
結
構
で
す
。
詳
し
く
は
愛
媛
弁
護
士

広報

11 0 行
政
書
士

「

1
1
0番」

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
で
は
、
十

月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
五
日
間
、
役

所
へ
提
出
す
る
書
類
や
許
認
可
の
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
電
話
に
よ
る
無
料

相
談
H

行
政
書
士
「
一
一

O
番」
H

を

警
察
官
(
高
卒
程
度
)
を

集

凶
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者
。

ω地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
各
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
。

採
用
予
定
人
員
愛
媛
県
で
十
人
程
度

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
大
洲
警
察

署
(
宮

@
2
1
7
5
)
ま
で
。

8月末までの
大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

件 数 176 141 

負傷者 2 5 1 181 

死 者 。 4 

十 6

新

谷

竹

田

嘉

平

治

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
会
と
と
須
戒

地
区
社
協
へ
)
上
須
戒
山
本
登

金
一
封
(
と
み
す
寮
と
市
社
協
へ
)

大

洲

池

田

伊

佐

雄

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

関

妙

子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会



おおず

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う

市
民
運
動
会
H

広報

と博物館だよりミ

H

十
月
十
日
は

平成2年10月1日

今
年
の
市
民
運
動
会
は
、
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
健
康
増
進
や
地
域
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
十
月
十
日
(
体
育
の
日
)

午
前
九
時
開
会

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園

(
平
野
運
動
公
園
)

場
所

※
雨
天
の
場
合
は
、
十
月
十
四
日
(
日

に
順
延
し
ま
す
。

大洲刀匠作品展

r::Erzf711:;t…;  
市指定有形文化財(刀剣〕

南予象園良於東武作之天保九年仲秋吉田

共
同
募
金
に

ご
協
力
を

今
年
も
、
十
月
一
日
か
ら
共
同
募

金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
善
意
で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
，@私じ。司ド失"'"・

愛ちゃん

ラ
フ
、
/
の
だ
め

ひ
と
め
だ
め

付
「
識
字
運
動
と
人
権
」
倒

ー
…
昭
和
五
十
五
年
当
時
十
六
才
の
登
校

州
拒
否
児
冬
子
に
、

…l

「
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
、
大
切

W

な
こ
と
を
少
し
だ
け
学
ん
だ
よ
う
:
・
」

時
「
私
は
、
甘
え
て
い
る
ん
だ
な
あ
っ
て

的
つ
く
づ
く
思
い
:
:
:
。
」

け
い
と
言
わ
せ
、
冬
子
の
生
き
方
を
変
革
し

…
一
い
て
い
っ
た
も
の
は
、
一
体
、
何
だ
っ
た

尚
の
で
し
ょ
う
。

ー
…
差
別
の
た
め
に
文
字
を
奪
わ
れ
、
文

品
字
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
ま
と
も
な
職

…
い
に
も
つ
け
ず
、
低
賃
金
に
甘
ん
じ
、
貧

相
困
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
差
別
地
区
の

刊
住
民
。
貧
困
は
差
別
を
生
み
、
差
別
に

同
貧
困
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
。
そ
の
く
り
返

附
し
が
、
ま
す
ま
す
部
落
差
別
を
現
実
の

附
も
の
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
の
で

w
す。

開
昭
和
三
十
八
年
、
福
岡
行
橋
市
に
始

制
ま
っ
た
識
字
学
校
(
開
拓
学
校
)
は
、

対
差
別
に
よ
り
奪
わ
れ
た
文
字
を
、
奪
い

H
U

返
す
営
み
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

一
日
文
字
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
は
、
人

制
間
性
を
も
ぎ
と
ら
れ
た
、
非
人
間
的
な

ー
…
人
生
を
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

前
い
う
こ
と
で
し
た
。
す
な
わ
ち
文
字
と

げ
こ
と
ば
を
奪
う
こ
と
は
、
美
し
い
も
の

w
を
美
し
い
と
思
う
、
人
間
と
し
て
の
感

向
性
や
思
想
を
弱
め
、
人
間
ら
し
さ
を
失

品
わ
せ
て
い
く
の
で
す
。
従
っ
て
、
文
字

No.143 

人
権
と
同
和
教
育

と
こ
と
ば
を
奪
い
返
す
こ
と
は
、
人
間

的
感
性
や
思
想
つ
ま
り
人
間
ら
し
い
生

き
方
を
取
り
戻
す
営
み
と
な
る
の
で
す
。

昭
和
四
十
八
年
、
当
時
七
十
才
の
北

代
色
は
、
識
字
学
習
の
中
で
、
H

文
字
を

知
っ
て
初
め
て
人
間
ら
し
い
生
き
方
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
H

と
覚
え
た

ば
か
り
の
金
釘
流
の
文
字
で
、
次
の
よ

う
に
掘
っ
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
は
う
ち
が
び
ん
ぽ
う
で
、
が

つ
こ
う
へ
い
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
じ
を
ぜ
ん
ぜ
ん
し
り
ま
せ
ん
で
し

た。

A
7
し
き
じ
が
つ
き
ゅ
う
で
べ
ん
き

ょ
う
し
て
、
か
な
は
だ
い
た
い
お
ぼ
え

ま
し
た
。
い
ま
ま
で
タ
や
け
を
見
で
も

あ
ま
り
う
つ
く
し
く
お
も
わ
な
か
っ
た

け
ど
、
じ
を
お
ぼ
え
で
、
ほ
ん
と
う
に

う
つ
く
し
い
と
お
も
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
・
:
-
-
。
」

人
間
性
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
識
字

へ
の
情
熱
を
駆
り
立
て
、
そ
の
情
熱
が

冬
子
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、

「
私
の
周
り
で
は
、
字
が
読
め
た
り
書

け
た
り
す
る
の
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。

し
か
し
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
一
年
生
の

よ
う
な
字
で
作
文
を
書
い
て
い
る
の
を

見で・・・・・・・・・。
L

「
私
は
、
甘
え
て
い
る
ん
だ
な
あ
・
:
。
」

と
言
わ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
識
字

運
動
の
芽
生
え
は
、
一
体
、
い
つ
頃
か

ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

弓ノカ。

← 7-

日
本
万
は
、

日
本
民
族
発
展

の
歴
史
に
も
つ

な
が
り
、
そ
の

芸
術
的
価
値
は
世
界
的
に
も
十
分
誇
り
得
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。大
洲
地
方
は
、
藩
政
時
代
に
岡
本
一
族
を
中
心
と
し
た

数
多
く
の
名
工
を
輩
出
、
そ
の
作
品
も
か
な
り
残
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
三
十
六
年
、
郷
土
館
長
高
井
政
生
、
西
尾
賓

外
諸
先
生
の
ご
尽
力
で
大
洲
刀
剣
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

本
年
は
創
立
三
十
周
年
に
当
る
た
め
、
本
展
を
催
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ
き
、
日
本
万
の
美
し
さ
や
そ
の
魅

力
を
ゆ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

会

期

平

成

2
年
日
月
1
日
1
日
月
日
白

会
場
大
洲
市
立
博
物
館



平成2年10月1日

旅
の
思
い
出
山
内
田
清
人
(
旅
行
会
社
添
乗
員
〉

静
持
拡
ま
ち
大
洲

入場無料(ただし整理券が必要)
※詳しくは企画情報課まで

宮7.'24-2111内線340

庖
街
の
暗
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
庖
が
閉
庖
し
、
所
所
明
か
り
が

見
え
る
の
は
、
パ
ー
か
ス
ナ
ッ
ク
で
し

た。
温
泉
街
で
は
な
い
の
で
無
理
も
な
い

と
は
思
い
ま
し
た
が
、
H

静
か
な
ま
ち
即

活
気
の
な
い
商
庖
街
u

と
の
印
象
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
大
洲
を
訪
れ
る
旅
の

人
は
、
当
地
の
土
産
物
を
買
う
の
も
目

的
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
次
の
機
会

に
は
ま
た
訪
れ
た
い
ま
ち
で
す
が
、
ぜ

ひ
明
る
い
商
居
街
が
買
物
客
を
迎
え
て

も
ら
い
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

出演予定三ユーラコラシャン

・井上昌己(プロ)

・魔朱蘭，サテライツ， Limoge 
クリント1ウィズ・キッズ1ベルベット

(以上アマチユア)

跡
、
名
所
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ガ
イ
ド

顔
負
け
の
説
明
を
し
で
く
れ
て
、
楽
し

い
宿
泊
に
な
り
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
う
か
い
見
物
に
行
き
ま

し
た
。
船
頭
さ
ん
が
、
上
手
に
ウ
舟
に

近
づ
け
て
く
れ
て
、
目
の
前
で
ウ
の
活

躍
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
わ
客
様
も

我
を
忘
れ
で
拍
手
を
送
る
な
ど
、
大
変

感
激
し
ま
し
た
。

う
か
い
を
満
喫
し
た
後
は
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
夜
の
衝
を
歩
き
、
土
産
を
買

い
に
行
き
ま
し
た
。
実
に
静
か
で
、
商

千
葉
を
出
発
し
、
四
国
観
光
の
わ
客

様
を
案
内
し
て
大
洲
へ
や
っ
て
来
ま
し

た
。
私
は
、
仕
事
の
関
係
で
日
本
各
地

に
出
張
し
ま
す
が
、
古
く
か
ら
「
伊
予

の
小
京
都
し
と
い
わ
れ
て
い
る
当
地
は
、

ま
さ
に
、
山
々
の
緑
と
肱
川
の
清
流
に

代
表
さ
れ
る
自
然
に
包
ま
れ
た
心
安
ま

る
よ
い
ま
ち
で
し
た
。

宿
の
主
人
も
親
切
で
、
家
庭
的
雰
囲

気
の
中
に
誰
か
が
い
つ
も
お
客
様
の
近

く
に
い
て
、
あ
れ
こ
れ
気
を
使
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
地
の
歴
史
や
史

ところ

新
刊
図
書
案
内

ー
市
立
図
書
館

1

-8 

生
涯
学
習
事
典

児
童
文
学
事
典

仏
教
名
言
辞
典

近

代

築

刻

字

典

中

西

庚

南

編

史
伝
健
康
長
寿
の
知
恵
全
5
巻
第
一
法
規

N
A
M
I
狂
気
の
戦
争
の
真
実
見
聞
社
編

大
作
曲
家
の
世
界
音
楽
之
友
社

銀
河
宇
宙
オ
デ
ッ
セ
イ
N
H
K
取
材
班
著

ア
i
ル
・
ヌ
l
ヴ
ォ

1
の
グ
ラ
フ
ィ

ッ

ク

石

丸

昭

二

編

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
上
・
下

J

・
S
・
ヤ
ン
グ
著

孔

子

家

の

極

意

孔

健

著

ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
教
え

加
藤
諦
三
著

東
京
書
籍

デ
ィ

l
プ
・
タ
イ
ム
D
・
ダ

i
リ
ン
グ
著

相

撲

変

幻

宮

本

徳

蔵

著

蜂

の

殺

意

関

口

ふ

さ

え

著

隠

さ

れ

た

帝

井

沢

元

彦

著

高

層

街

半

村

良

著

昭
南
島
物
語
上
・
下
戸
川
幸
夫
著

父

よ

/

諸

井

薫

著

マ
ル
タ
の
鷹
を
撃
で
高
柳
芳
夫
著

身

分

帳

佐

木

隆

三

著

海

王

伝

白

石

一

郎

著

時

の

し

る

し

土

居

健

郎

著

嫁

菜

の

花

三

田

恭

子

著

息

に

わ

が

す

る

大

原

富

枝

著

夜
明
け
の
新
聞
の
匂
い
曽
根
綾
子
著

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
大
統
領
機
上
・
下

D
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

i
著

… i:さ:ん;訪清

話 t
の 2
フ- :~ 

ン E
ポ 3
が t

しは v まし躍い披んに伝 v で行内ると日
い、息すてでま露なも統益特つを人 t 
でと子。あきすすん取芸田にで中がと E
すに( げる。るでり能にそい心多て目
。か期日 ら場大時す入がはうるにいも i
く太た れを洲は。れあ石五思んエでエ弘
元く れもで、と子らつ見みいでアすネも
気ん ばっもで f共れて神かますロよル目
な 11 いと、もたで、楽Zすがピ。ギ》
子十 い拡子生ちい学と。、ク現ッ t
にカ な大供きもる校い 指ス在シ E
育月 あした生、くのう 導の、ユ E
つ 11 と、ちき神ら部有 し指大に目
て) 思提のし楽い活名 て導洲な色
欲に い供活てを盛動な いを市れ官

泰子さん

(新谷・25歳)

ゆ
る
や
か
で
す
ね

V
昭
和
六
十
三
年
、
結
婚
と
同
時
に
大

洲
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

マ
出
身
は
島
根
県
の
益
田
市
で
す
。
町

の
規
模
は
大
洲
と
同
じ
く
ら
い
で
す
が
、

あ
ち
ら
は
海
に
面
し
て
い
ま
す
か
ら
、

山
に
圏
ま
れ
た
大
洲
と
は
ず
い
分
雰
囲

気
が
遠
い
ま
す
。

V
こ
ち
ら
は
、
し
ゃ
べ
る
テ
ン
ポ
が
と

て
も
ゆ
る
や
か
な
の
で
、
最
初
は
話
に

入
る
の
が
一
苦
労
で
し
た
。

V
大
洲
の
人
っ
て
、
内
に
秘
め
た
情
熱

は
す
ご
い
の
に
、
な
ぜ
か
そ
れ
が
表
へ

出
て
こ
な
い
、
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す

ね
。
だ
か
ら
、
何
か
き
っ
か
け
を
得
る

No.ll0 
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8月4日、 LOVE肱川臥龍まつりが、肱川緑
地を中心に華やかに開催されました。男女若衆約

150人が、祭り姿も勇ましく山車ねりを披露。沿

道の観客からも盛んな声援が送られていました。

おおず

カヌーツーリング

駅伝大会

ズ片もf子

室 l 内メヲ
E趨
も

広報

8.12 

裏①宵!こ舞う

可V

怒

ω

--9ー

h
v
M
臥
龍
ま
つ
り

七
月
末
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
は
、
晴
天

続
き
で
肱
川
の
水
量
も
か
な
り
減
少
し
ま
し
た

が
、
水
不
足
も
な
ん
の
そ
の
、
八
月
五
日
に
は

恒
例
の
肱
川
い
か
だ
流
し
大
会
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
大
会
に
は
、
五
十
二
艇
・
四
百
八
人
が
参

加
。
浅
瀬
で
座
礁
し
悪
戦
苦
闘
す
る
艇
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
八
月
十
二
日
に
は
、
第
一
回
大
洲
市

カ
ヌ

l
・
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
が
聞
か
れ
、

市
内
外
か
ら
二
十
三
チ
l
ム
が
参
加
。
板
野
橋

(
菅
田
町
)
か
ら
中
央
公
民
館
裏
ま
で
の
四
区

間
十
一
・
九
キ
ロ
の
コ

l
ス
で
タ
イ
ム
を
競
い

ま
し
た
。
早
い
チ
l
ム
は
約
一
時
間
三
十
分
で
、

遅
い
チ
l
ム
は
二
時
間
三
十
分
程
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

300年の伝統の味、大洲のいもたきが8月24日

オープン。観光協会関係者ら約50人が如法寺河原

に集い、初煮会を楽しみました。いもたきは10月

20日ごろまで続きます。

りもG香漂う秋め夜

いもたきオーブン

平成2年10月1日

T8.24 

h
F
M

第
七
固
い
か
だ
流
し
大
会
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叩
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中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
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松
尾
産
婦
人
科
(
中
村
)

日
月
白
日

(
臼
)献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実

施

日

刊

月

4
日
(
木
)

場

所

時

間

大

洲

郵

便

局

9

時

泊

分

1
ロ
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

i
M
時

印
月
お
日
(
木
)

保
健
セ
ン
タ
ー

9
時
却
分

1
ロ
時

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
日
時
l
M
時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

日
月
担
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
つ

相談こと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

惨交通事故相談

とき 10月 8日

10月22日

ところ 市役所

砂人権相談

とき 10月 22 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 10月 5日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 10月 1、11、22、25日

13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

とき 10月 20 日 9 時~12時

とごろ 市役所2階会議室

急ぐ時はE⑫ 3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 10 月 5 、 22 日 10時~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 10月25日 13日寺~15日寺

とごろ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉会館宮⑫0947

砂不動産無料相談

と き 10月15日 9 時~16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐田J4

10時~15時

。
3階会議室

平成2年10月1日

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

小
児
ま
ひ
予
防
の
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
免
疫
を
つ
く
る
た
め
、
該
当
す

る
人
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
(
次
の
期
間
に
生
れ
た
人
)

1
回

目

平

成

2
年
2
月
1
日
か
ら

平
成
2
年
6
月
初
日
ま
で

2
回
目
平
成
元
年
7
月
1
日
か
ら

平
成
2
年
1
月
白
日
ま
で

追

加

者

生

後
3
ヵ
月
か
ら
羽
ヵ
月

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
2
回
服
用

で
き
な
か
っ
た
者
。

実
施
日
目
月
初
日
(
火
)
連
絡
所
警
内
の
人

目
月
白
日
(
水
)
肱
南
・
久
米
・
肱

北
・
喜
多
地
区
の
人

目
時
泊
分

l
u
時

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

母
子
手
帳
、
問
診
票
の
な
い

人
は
印
鑑

無

料

時

間

場

所

持
参
品

幸三十

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
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金今月の納税

3期

国民健康保険税
3期

市県民税

納期は10月31日です
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